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え
る
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ロ
ナ
期
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ふ
り
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え
る
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
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休
校
か
ら
５
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〜

〜
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
一
斉
休
校
か
ら
５
年
〜

　
２
０
２
０
年
初
頭
か
ら
爆
発
的
な
感

染
者
増
と
な
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
経

済
や
行
政
、
医
療
と
同
様
、
学
校
も
近

未
来
の
「
ま
だ
見
て
い
な
い
事
実
」
に

緊
急
事
態
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
長
年
慣
れ
親
し
ん
で
き
た

対
面
に
よ
る
教
室
で
の
授
業
、部
活
動
、

礼
拝
、
ま
た
学
校
で
の
昼
食
ま
で
突
然

で
き
な
く
な
っ
た
の
が
コ
ロ
ナ
禍
で
し

た
。
事
務
も
こ
の
事
態
に
大
混
乱
し
ま

し
た
。
連
日
の
文
部
科
学
省
、
地
方
自

治
体
か
ら
の
通
知
文

書
、
各
校
の
授
業
が
中

断
さ
れ
な
い
よ
う
学
生

支
援
の
再
構
築
。
教
務

や
総
務
、
経
理
課
職
員

に
も
毎
回
新
し
い
課
題

を
突
き
つ
け
て
き
ま
し

た
。
２
０
２
０
年
初
頭

か
ら
２
０
２
３
年
春
ま

で
の
コ
ロ
ナ
禍
の
４
年

間
は
教
育
を
維
持
継
続

す
る
た
め
教
職
員
が
協

力
し
支
え
あ
っ
て
乗
り

越
え
た
時
期
で
し
た
。

　
「
キ
リ
ス
ト
教
学
校

教
育
」
編
集
実
務
委
員

会
は
全
国
委
員
会
の
意

見
も
参
考
に
、
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
は
「
私
た
ち
に

と
っ
て
一
体
何
だ
っ
た

の
か
」
を
探
り
、
そ
し
て
今
後
に
活
か

す
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。（
結
果
は
２
面
に
掲
載
）

　
分
か
っ
た
の
は
学
校
に
よ
る
対
策
以

上
に
、
生
徒
、
学
生
、
教
職
員
へ
の
心

理
面
で
の
影
響
が
色
濃
く
残
っ
た
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
影
響
は
今
後
形

を
変
え
教
育
上
の
課
題
に
な
る
と
感
じ

ま
す
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
以
前
（
２
０
２

０
年
２
月
前
）
と
比
べ
て
、
生
徒
、
学

生
、
そ
し
て
保
護
者
の
変
容
を
現
場
の

教
職
員
が
感
じ
て
い
る
点
も
注
目
す
べ

き
点
で
す
（
問
３
、４
、５
、７
）。
最
終

の
自
由
記
述
か
ら
は
教
職
員
間
に
も
教

育
方
法
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
面
、

Ｉ
Ｃ
の
教
育
活
用
の
意
識
の
格
差
が
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
東
京

の
東
洋
英
和
女
学
院
中
等
部
・
高
等
部

の
許
可
を
得
て
周
年
誌
か
ら
転
載
し
た

コ
ロ
ナ
期
の
学
内
活
動
記
録
は
、
各
学

校
の
取
り
組
み
と
重
な
り
、
当
時
の
混

乱
と
苦
労
を
鮮
や
か
に
思
い
出
さ
せ
る

詳
細
な
記
録
と
な
り
ま

し
た
（
３
面
）。
改
め

て
同
校
の
ご
好
意
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　
聖
書
の
時
代
か
ら
20

世
紀
に
至
る
ま
で
人
間

社
会
は
感
染
症
に
よ
る

苦
し
み
と
愛
す
る
人
を

失
く
す
悲
し
み
に
直
面

し
な
が
ら
生
き
て
き
ま

し
た
。
13
万
人
以
上
の

コ
ロ
ナ
関
連
死
を
産
ん

だ
今
回
も
何
と
か
試
練

を
乗
り
越
え
ま
し
た
。

綿
々
と
続
く
人
間
社
会

の
一
員
と
し
て
の
苦
難

の
体
験
が
で
き
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
も

児
童
、
生
徒
、
学
生
、

教
職
員
の
間
の
信
頼
関
係
を
保
つ
こ
と

を
最
も
大
切
に
で
き
た
こ
と
、
人
格
の

教
育
を
め
ざ
し
大
き
な
揺
ら
ぎ
が
な
く

対
応
で
き
た
こ
と
、
こ
の
恵
み
に
感

謝
、
と
い
う
自
由
記
述
が
あ
り
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
全
体
を
総
括
す
る
内

容
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
集
計
結
果

が
今
後
の
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
資
料
と

し
て
役
立
て
ば
幸
い
で
す
。

〈
活
水
学
院
理
事
長
・
院
長
、
教
育
同

盟
広
報
担
当
理
事
〉

苦難から希望へ

湯口隆司

新型コロナウイルス感染期の出来事 2020年〜

国内外コロナ関連情報 学校の対応・活動等
２０２０年

1月 国内1例目の感染者確認
｢国際的に懸念される公衆衛生上の
緊急事態｣ 宣言（WHO）

※�各校種での対応等や時期について
は、「全体的な傾向」として掲載
しました。

2月 ダイヤモンド・プリンセス号の集団
感染
COVID-19と命名（WHO）
国内初の死者確認、感染者100人超
大規模イベント自粛要請

首相、全国の小中高へ臨時休校要請
（27日）

3月 パンデミック宣言（WHO）
「新型インフルエンザ等対策特別措
置法」施行
感染者数が1000人を突破
マスク不足が深刻化
東京五輪延期発表

一斉休校開始
卒業式の中止（実施時は人数や時間
に大幅な制限あり）

4月 緊急事態宣言発出
全国民へ特別定額給付金給付決定
（一律10万円）

第1波

入学式の中止・延期
小・中95%、高97%が休校
大　�遠隔授業で取得できる単位上限
を特例的に緩和

5月 死者数累計500人超
緊急事態宣言、月末まで延長
国内初の治療薬承認（レムデシビル）
緊急事態宣言　39県解除→全面解除
へ

衛生管理マニュアル「学校の新しい
生活様式」（文科省）
小中高　�多くが5月末まで休校�

体育のマスク着用不要へ
大　�4―5月オンライン授業93.7％�

｢学生支援緊急給付金｣ 決定

6月 新型コロナの影響で倒産した企業、
全国で200社に上る
約3ヵ月ぶり国内死者数ゼロ
都道府県をまたぐ移動の自粛を全国
で緩和

入学式（延期分）実施の学校も
小中高　�クラス別登校が進む�

行事の中止や簡素化�
黙食での昼食再開

大　�遠隔授業→新入生孤立問題�
学校独自の学費一部返納や支援
金給付が行われる

7月 イベント開催の制限を緩和
死者数累計1000人超
GoToトラベル（東京除外）開始

夏休み短縮の学校が増える
大　�就職活動がオンライン多用に�
変化

8月 各県独自の緊急警戒宣言が続く
第2波

9月 イベント開催人数制限緩和へ

10月 Go Toトラベル 東京も対象に
Go To イート開始
感染者数、累計10万人超

中高　文化祭再開（生徒のみ）
大　�後期からオンライン・対面併用
へ（一部全面対面も）

11月 GoToシリーズの運用見直し
飲食店向け時短営業協力金（60万円）
給付を決定
中国と往来再開（商用等）

高　�進学を諦める生徒増加�
（あしなが育英会調査）

大　�経済的理由の退学休学者が年度
末に増加との予想

12月 Go Toトラベル 一時停止
日本医師会等「医療緊急事態」
変異ウイルス、国内で初確認
外国人新規入国一時停止へ

第3波

クリスマス礼拝にオンライン配信が
多用される

２０２１年
1月 緊急事態宣言２（11都道府県） 小中高　�｢宣言に伴う一斉休校は要

請しない｣（文科省）�
部活動停止が再度拡大

2月 ワクチン接種開始（医療従事者・高
齢者から）
改正特別措置法（特措法）成立

大　�困窮や学生生活不適応、修学意
欲低下により高等教育学校の退
学者が1,300人超（文科省調査）

3月 東京五輪・パラリンピック、海外か
らの観客受け入れを断念
緊急事態宣言全面解除

卒業式実施（制限あり：保護者なし
等）

4月 大阪府、医療非常事態宣言
緊急事態宣言３（4都道府県）
死者数、累計1万人超
まん延防止等重点措置（～9月）

入学式実施（保護者なし等）
小中高　�制限ありの対面授業�

部活制限が続く地域も

5月 緊急事態宣言、対象地域拡大
第4波

6月 緊急事態宣言解除（沖縄県以外）

聖書のことば

相澤　一

　
「
父
よ
、
で
き
る
こ
と
な

ら
、
こ
の
杯
を
わ
た
し
か
ら

過
ぎ
去
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

し
か
し
、
わ
た
し
の
願
い
ど

お
り
で
は
な
く
、
御
心
の
ま

ま
に
。」（
マ
タ
イ
に
よ
る
福

音
書
26
章
39
節
）

　
主
イ
エ
ス
が
十
字
架
に
お

か
か
り
に
な
る
前
夜
、
最
後

の
晩
餐
の
後
、
ゲ
ツ
セ
マ
ネ

と
い
う
場
所
で
祈
り
を
献
げ

た
こ
と
が
福
音
書
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
お
い
て

主
イ
エ
ス
は
「
父
よ
…
…
わ

た
し
の
願
い
ど
お
り
で
は
な

く
、
御
心
の
ま
ま
に
」
と
、

神
へ
の
信
頼
と
服
従
の
祈
り

を
祈
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し

そ
れ
は
同
時
に
、「
悲
し
み

も
だ
え
」
な
が
ら
の
、
苦
悶

の
祈
り
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
主
イ
エ
ス
の
十
字
架
の
死

は
、
私
た
ち
の
罪
の
赦
し
と

救
い
の
た
め
の
死
で
あ
り
、

そ
の
十
字
架
の
死
を
受
け
取

る
祈
り
が
ゲ
ツ
セ
マ
ネ
の
祈

り
で
し
た
。で
す
か
ら
、ゲ
ツ

セ
マ
ネ
の
祈
り
の
苦
悶
は
、

主
イ
エ
ス
だ
け
が
引
き
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
苦
悶
で
あ

り
、
そ
の
苦
悶
の
中
で
神
の

御
心
を
主
イ
エ
ス
が
引
き
受

け
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。

　
哲
学
者
パ
ス
カ
ル
は
「
イ

エ
ス
は
世
の
終
わ
り
ま
で
苦

悶
の
中
に
お
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
ゲ

ツ
セ
マ
ネ
の
祈
り
の
時
、
主

イ
エ
ス
は
弟
子
た
ち
に
「
わ

た
し
と
共
に
目
を
覚
ま
し
て

い
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
弟
子
た
ち
は
眠

り
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
ま
し

た
。

　
キ
リ
ス
ト
教
は
、
復
活
の

主
イ
エ
ス
が
今
日
も
私
た
ち

と
共
に
い
て
く
だ
さ
る
と
信

じ
ま
す
。
し
か
し
、
主
イ
エ

ス
が
今
日
私
た
ち
の
と
こ
ろ

に
来
ら
れ
る
時
、
私
た
ち
が

眠
り
込
ん
で
い
る
の
を
ご
覧

に
な
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
眠
り
込
ん
で
い

た
弟
子
た
ち
の
姿
は
、
私
た

ち
の
姿
で
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
私
た

ち
は
、
主
イ
エ
ス
の
苦
難
と

死
に
よ
っ
て
罪
赦
さ
れ
、
神

に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
と
共
に
い
て
く

だ
さ
る
主
は
、
ゲ
ツ
セ
マ
ネ

の
祈
り
を
祈
っ
て
く
だ
さ
っ

た
方
な
の
で
す
。
主
御
自
身

が
苦
難
を
通
し
て
苦
き
杯
を

飲
み
干
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
私
た
ち
に
恵
み

が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
私
た
ち
は
受
難

節
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
主

イ
エ
ス
の
御
苦
し
み
に
よ
っ

て
満
た
さ
れ
て
い
る
恵
み
を

深
く
覚
え
、
感
謝
の
う
ち
に

歩
む
時
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

〈
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
宗

教
主
事
〉

7月 緊急事態宣言４（5都府県）
1日の新規感染者数、1万人超

第5波

小中高　�学校によっては校外活動の
計画・実施へ、部活は制限
つき実施が続く

8月 感染者数、100万人を突破 小中高　�教育活動の再開等について
の通知（文科省）

9月 大阪府、国内初の10代死亡
抗原検査キットの販売解禁

中高　�修学旅行代替行事をオンライ
ン実施する事例増加

10月 ワクチン2回目接種、国内の全人口
の70％を超える

中高　�礼拝等参加人数増、文化祭等
制限開催、年明けの修学旅行
計画の事例増加（音楽ではま
だ歌えず）

大　制限付き対面授業再開も

11月 「死者なし」の発表（1年3か月ぶり）
入国制限が緩和
南アフリカでオミクロン株発見

中高　�バザーはオンライン利用が�
多い

12月 ワクチン3回目接種開始
オミクロン株とみられるケースを
国内でも確認

クリスマス礼拝はオンライン利用や
回数増・人数減開催が中心
大　�｢学生の学びを継続するための
緊急給付金｣（文科省）

２０２２年
1月 全国でオミクロン株感染

まん延防止等重点措置２
第6波

小中高　部活動停止が再度増える

2月 死者数、累計2万人超
感染者数、累計500万人超
ロシアのウクライナ侵攻開始

3月 まん延防止等重点措置解除 卒業式は下級生不参加等続く
中高　�春休み部活動は半日等、教員

罹患者が増加

4月 世界の感染者数、累計5億人超
ワクチン3回目接種、全人口の半数
を超える

小中高　�制限付きで授業や各種活動
を戻す努力が続く

大　4月から対面授業が中心に

5月 ワクチン4回目接種開始

6月 外国人観光客の受入れ再開

7月 第7波

8月 1日の新規感染者数、初の25万人超 大　�構内入場や部活動等を自由化し
た学校が増える

9月 無症状等の自宅療養者の外出制限緩
和

小中高　�対面授業や部活動等が通常
に近づく

10月 生後半年～4歳のワクチン接種開始
全国旅行支援開始

小　宿泊行事の再開も
中高　�外部客ありの文化祭再開（食

品扱わず）、宿泊行事・バザ
ー・体育祭再開へ、礼拝は人
数・聖歌奉唱増

大　�ほぼ通常の対面授業や礼拝に戻
る（罹患者はあり）

11月 中高　学校説明会も戻る
大　推薦入試ほぼ通常通り実施

12月 感染者数、累計2500万人超
死者数、累計5万人超

黙食制限緩和の提言（文科省)
授業等に加え、クリスマス礼拝も通
常に近い様式が再開

２０２３年
1月 全国旅行支援、割引率等を変更して

再開

第8波

小　�次年度海外行事準備を始めた学
校が出てくる

中高　�音楽での歌唱、通常礼拝実施
の学校が増える

大　ほとんどの活動が通常に

2月 中高大　入試はほぼ通常で実施

3月 自衛隊によるワクチンの大規模接種
が終了

卒業式、ほぼ通常の実施に（マスク
有無等の検討あり）

4月 新型コロナの「5類移行」を決定、
療養期間は「発症翌日から5日間」
を推奨（厚労省）
帰国・入国時の水際対策終了

入学式、通常に近い形で実施
小中高　�23年度の教育活動は通常に

近づける計画
大　コロナ前の生活に戻る

5月 ｢国際的に懸念される公衆衛生上の
緊急事態｣ 宣言終了（WHO）
8日の5類移行に伴い感染者数の全
数把握を終了、定点把握へ
新感染症の発生に備え、「国立健康
危機管理研究機構」を創設する法律
が可決・成立

罹患時は出校停止5日間＋マスク着
用10日間推奨（文科省）
小中高　�行事の中止等はなく、配慮

を伴う実施へ移行
大　�コロナに関する配慮終了、学食
もパーテーション撤去が進む

6月 中高　オープンスクール等再開

7月 小中高　校外活動等の夏期行事実施

8月

〜

夏からインフルエンザが流行

10月

〜

高齢者ワクチン定期接種開始 文化祭他行事が通常の形へ

２０２４年～　社会も学校もコロナ前の生活に戻る（罹患者発生は続く）
※�文部科学省、厚生労働省、おまとめさん「日本国内における新型コロナウイルス感染症の時
系列まとめ」、ベネッセ教育総合研究所「コロナ禍における学びの実態」、教育同盟加盟各学
校ほかのホームページを参考に一覧を作成しました。
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1�　コロナ期を契機に変化した学校運営のシス
テムなど

59

56

54

42

33

＜その他の意見より抜粋＞
・式典、年間行事を変更。
・寮の閉鎖、生活形態が変わった。
・オンラインによるレポートの授受や出願。
・ペーパーレス化が進んだ。
・ICTを苦手とした職員にも活用が広がる。
・BYOD（個人デバイスの業務使用）が進む。

2　前項に係わる具体的な事例はありますか
＜回答より考察＞
　校種を問わず各学校の回答に共通していたこ
とは、コロナ禍の中で「密を避ける」取組みで
ある。そのために、オンライン環境の導入を進
めた点が共通しており、そのツールには、
Microsoft Teams、Zoom、Facebook、
Goog le Workspace fo r Educat ion 
Fundamentals、Google Classroom、
G-suite、Webex、BLENDなどが挙げられ
ていた。活用方法としては、連絡手段、保護者
面談、オンライン会議、授業・教材の配信、課
題提出、学内行事のオンライン配信との答えが
多かった。
　また、オンライン教育の推進や１人１台端末
導入をコロナ前から進めていたため、スムーズ
にオンライン環境を整えることができたという
答えもあった。おそらくオンライン環境の導入
には、コロナ前の状況に各学校で既に差があ
り、その導入のスピードに差が出たのではない
かと分析することができた。
　最後に、他の設問とも重なると思われるが、
オンライン環境の導入が教職員間、対生徒・保
護者との関係性の希薄さを生んだ。逆に業務を
効率よく進めようという機運が高まったとする
回答もあった。

3　コロナ後の児童・生徒・学生の心身の変化

46

30

26

21

18

11

＜回答より考察＞
　約6割の学校が、他者との距離感が測れず、
円満な人間関係を築ける者が減ったと回答し
た。これはコロナ禍で対面による授業や課外活
動ができず、友人等と協働したり、衝突したり
する機会が乏しかったことに起因する。また約
4割の学校が、コロナの蔓延とそれに伴う生活
の制限によって、気持ちが不安定な者が増えた
と回答した。常に何かに気を付けて大人しく無
難に過ごしたり、逆にあえて明るく過ごした

り、自分らしく自然体でいられない者たちが見
られた。更に3割以上の学校が、欠席・遅刻が
増えたと回答した。これはコロナによる体力や
気力の減退、自ら学ぼうとする能動性の減衰が
要因である。
　一方で、体調不良と言えば怒られずに休め
る、個別に対応してもらえるコロナ禍の状況に
慣れて、戻せずにいる者が多いという指摘もあ
る。課外活動や礼拝への参加意識は、それほど
低下していないが、学生主導の大学の部活動で
は、部の継承が難しくなっているものもあるよ
うだ。礼拝では、感染対策の影響で、讃美歌の
歌声が小さくなったとの指摘があった。

4　保護者・保証人の考え方や行動

39

37

14

8 

6

＜その他意見より抜粋＞
・�子どもが家庭で漏らす学校への不満をダイレ

クトに苦情として訴える保護者が増えた。
・�起立性調節障害や適応障害等で不登校もしく

は登校渋りの生徒の保護者から、オンライン
授業実施の要望が増えた。（実施はせず。）

・�学校行事に対し、とても関心のある／ない親
等に二極化したように感じる。特にコロナ最
盛期には急に私立中学受験を決めた家庭もあ
ったせいか、（良い意味だけでなく）全て学
校にお任せで無関心な家庭もあると思う。

5　教職員の変化について

41

20

12

10

9

7

6

6

＜回答より考察＞
　教職員の危機意識が高まったという肯定的な
意見が多かった。クラスターが起こったり、休
校も体験するなど、不測の事態にチームワーク
の高さを実感したという意見も見られた。ま
た、ICT機器の急速な普及がオンラインの活用
を促進したこと、オンライン化できる手続きは
オンライン化するなどの効率の良さがコロナ禍
後も生かされているという意見もあった。
　一方、教職員のコミュニケーションを図るこ
とが難しくなった、若い世代とのギャップが以
前より広がったという否定的な意見も多い。対
面での会議や話し合いが少なくなったため、そ
れまで顔をつき合わせて全員で考えて物事を決
めたり、学年などで生徒指導に当たってきたも
のを、生徒指導担当者や管理職に任せるように
なり、学校全体の教育力が落ちたことを挙げる
意見も散見される。特に若い世代の教員とはコ
ロナ禍で黙食となり、一緒に生徒や行事のこと
などを話題にしながら食事をする機会もなくな
り、なかなか教員の輪に入りづらくなったこと
も一因と思われる。

6　対外活動について

70

11

7

4

6

＜その他の意見より抜粋＞
・�現在コロナ期以前の状態へ戻そうとしてい

る。
・�対面だけでなくオンラインの利用も含めると

全体的には増加と言える。
・集会の際、生徒間の距離をとる癖が残った。
・修学旅行は海外から国内へとシフトした。
・�コロナ前のように、海外研修への積極的参加

者も増えているが、情勢が不安定な地域もあ
り、以前と同じ場所に行くことができない。

小学校 11 大学／短大／
専門学校 30

その他 6
中学高校 30 合計 77

回答者学校種別

その他：�特別支援学校、各種学校、法人一括回答など

校長、部長 35 事務局長・部長 3
校長・学長 1 総務部職員 3
学長 2 教務部職員 4
教頭、副校長 14 宗教センター室 2
宗教・聖書科 6 その他職員 3
その他教員 4 合計 77

回答者職位など

　回答一覧を掲載しています。
（学校名、回答者名は不掲載、
固有名詞等は一部編集・割愛）
＊閲覧はURL、QRコードから

https://00m.in/rLGDW

〔特集・コロナ期をふりかえる〕アンケート〔特集・コロナ期をふりかえる〕アンケート

コロナ期を経験した学校についてコロナ期を経験した学校について
◇全て複数回答による結果  ◇広報実務委員会にて考察◇全て複数回答による結果  ◇広報実務委員会にて考察
◇回答期間◇回答期間：：2024年12月末～2025年1月中旬2024年12月末～2025年1月中旬

7　コロナ期を経て、今後の課題や取組み

31

30

26

26

26

＜回答より考察＞
　最多の回答は「危機管理対策の策定」であっ
た。大地震等の天災への対策は、阪神淡路・東
日本・熊本・能登などの震災の経験から継続的
に策定されてきたが、想定外のコロナ禍により
危機管理対策そのものを根底から再考する必要
を痛感したと考えられる。「情報伝達方法の変
更」という回答も多かった。今まで補助的に且
つ部分的に使用されていたオンラインの本格的
必要に迫られ、これも「危機管理」の一環とし
て授業・礼拝・連絡・会議等あらゆる場面での
ハイブリッド化が各校で検討・実施されてき
た。やはり多かった回答の「授業や課外活動の
見直し」「コロナ前にはなかった新しい活動の
検討」は、コロナ禍を逆手に取り新しい教育の
あり方を発見する契機としたものである。
　一方「在学生の衰えた心身の状態を支える」
という回答には、子どもたちの心身に教職員が
それまで以上に敏感に向き合い、キリスト教学
校ならではのきめ細かな寄り添いを改めて確認
し、より一層の展開を希求していることが見て
取れる。コロナ禍に入った直後は一度思考停止
もしていた教育環境を、新たな発想で作り直す
取組みが始まっている。

自由記述：コロナ期を経験した学校の変化・気
づき
＜回答より考察＞
　コロナ期の経験は、振り返ってみれば、従来
当然のごとく行われていた学校行事、（部）活
動、授業のあり方などを改めて見直す契機とな
ったという肯定的意見が校種を問わず多くの学
校から寄せられた。例えば、小学校からの「コ
ロナ以前には当たり前に行われていたことをよ
り大切に思うことができるようになった」とい
う意見や、中学高校からの「対面教育の大切
さ」、「生徒が集団の中で学ぶ教育効果の実感」、
「毎日全校生徒が集って礼拝を守ることのあり
がたさ」、「人と人とのコミュニケーションの大
切さ」などを改めて気づかされたという意見で
ある。
　コロナ期を経て「コロナの副産物」あるいは
「コロナ効果」としてのメリットとしては、や
はり小中高大いずれの校種においてもオンライ
ンの活用が進んだことが挙げられた。オンライ
ン授業やICT環境の整備と活用などである。学
校側としては結果的にこのようなメリットもあ
ったが、児童、生徒、学生にとっては大きな試
練の時であったことも確認できる。コロナ期を
通して、「人との距離を上手に取れなくなって
いる子供たちが増えているように思われる」と
いう意見にそれが現れている。
　コロナ期に学校は必要に迫られ、できる限り
の（時に疲弊を感じざるを得ないほどの）対応
を行ったが、その時と同じような対応を今なお
保護者が要求してくるケースもあり、教職員の
働き方改革と併せて、保護者対応に苦慮してい
るという意見もあった。
　キリスト教学校としてやはり大切なのはキリ
スト教の精神に基づく人格教育である。人と人
とが共につながり、ふれあい、学び合ってい
く、それらは人格教育に欠かせない点である。
改めてこのことに気付かされたという意見が多
いことからも、キリスト教学校として「対面」
で学ぶことの意義を改めて再確認できたことは
重要であったといえる。同時に「コロナ副産
物」としてのオンラインやICTの有効な活用を
進めることは、今日、合理的配慮を必要とする
児童、生徒、学生にとっても学びの選択肢が増
えることになり、今後もその充実がどの校種に
おいても求められていくであろう。
　自由記述から伺い知れたのは、コロナ期を経
験したキリスト教学校が、ニーバーの祈りの言
葉を用いれば、「変えられるものを変える勇
気、変えられないものを受け入れる冷静さ、そ
して両者を見分ける知恵」をますます必要とし
ているということである。
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た
。
今
ま
で
こ
の
よ
う
な
人

数
の
感
染
者
が
出
た
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
、
校
内
で
感

染
が
拡
大
し
な
い
よ
う
に
、

夏
休
み
中
の
活
動
は
す
べ
て

停
止
し
た
。

　
さ
ら
に
夏
休
み
を
一
週
間

延
長
し
た
後
、
２
週
間
の
リ

モ
ー
ト
授
業
期
間
を
持
っ

た
。
Ⅰ
学
期
期
末
試
験
は
９

月
15
日
か
ら
対
面
で
実
施

し
、
10
月
に
は
校
内
感
染
も

収
束
し
た
の
で
、
再
び
通
常

に
近
い
学
校
生
活
に
戻
し
て

い
っ
た
。
昨
年
と
同
様
に
体

育
祭
は
中
止
と
な
っ
た
が
、

代
わ
り
に
10
月
中
旬
、
校
内

で
学
年
ご
と
に
時
間
と
種
目

を
区
切
っ
て
「
ス
ポ
ー
ツ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
行
っ

た
。
種
目
は
玉
入
れ
や
棒
引

き
、
綱
引
き
。
通
常
の
体
育

祭
で
は
行
わ
れ
な
い
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
や
借
り
も
の
競
争
も

行
わ
れ
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。
11
月
に
延
期
さ
れ
た
楓

祭
は
、
一
般
公
開
は
な
い
も

の
の
、
時
間
制
限
を
設
け
た

上
で
保
護
者
の
参
観
を
可
と

し
た
。

　
年
が
明
け
る
と
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
は
デ
ル
タ
株
で
は
な

く
、
致
死
率
は
低
い
が
感
染

力
の
強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に

置
き
換
わ
っ
た
。
１
月
21
日

に
東
京
都
が
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
の
適
用
を
受
け
、

校
内
で
も
１
ヶ
月
に
２
桁
の

感
染
者
が
出
た
の
で
、
１
月

27
日
か
ら
２
月
18
日
ま
で
を

４
回
目
の
リ
モ
ー
ト
授
業
期

間
と
し
た
。
残
念
な
こ
と

に
、
こ
の
時
期
に
春
か
ら
延

期
し
た
高
２
修
学
旅
行
が
予

定
さ
れ
て
い
た
の
で
、
２
０

２
１
年
度
の
修
学
旅
行
は
中

止
と
な
っ
た
が
、
彼
女
た
ち

は
次
年
度
の
５
月
、
特
別
に

「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
研

修
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

る
。
リ
モ
ー
ト
授
業
期
間
終

了
後
、
Ⅱ
学
期
期
末
試
験
、

卒
業
式
な
ど
学
年
末
行
事
を

行
っ
て
、
２
０
２
１
年
度
も

無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
春
休
み
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
研
修
は
前
年
と
同
様
に

中
止
と
な
っ
た
。

２
０
２
２
年
度

２
０
２
２
年
度

清
里
・
野
尻
・
海
外
へ

清
里
・
野
尻
・
海
外
へ

宿
泊
行
事
の
全
面
再
開

宿
泊
行
事
の
全
面
再
開

　
２
０
２
２
年
度
は
校
内
感

染
者
の
最
も
多
い
１
年
だ
っ

た
。
中
高
部
教
職
員
・
生
徒

の
感
染
者
の
合
計
は
３
２
４

名
。
し
か
し
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
広
く
な
さ
れ
、
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
の
致
死
率
が
低
い
な
ど

の
こ
と
か
ら
、
政
府
は
明
ら

か
に
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
を
変

え
て
い
た
。
中
高
部
で
も

「
政
府
や
東
京
都
の
感
染
防

止
対
策
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
活
か
し
、
授
業

・
課
外
活
動
・
学
校
行
事
・

宿
泊
行
事
等
の
教
育
活
動
を

適
切
な
形
で
実
施
し
て
い

く
」（「
学
校
だ
よ
り
」
４
月

号
）
と
し
、「
生
活
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
Ｖ
ｅ
ｒ
．
７
．
２
」

で
は
、
こ
れ
ま
で
「
出
席
停

止
」
と
扱
っ
て
き
た
コ
ロ
ナ

不
安
に
よ
る
欠
席
を
「
欠

席
」
に
す
る
と
改
訂
し
て
い

る
。
対
面
で
話
す
、
対
面
で

授
業
を
す
る
、
同
じ
場
所
で

作
業
や
練
習
を
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
、
生
徒
に
も
保
護

者
に
も
大
い
に
訴
え
る
１
年

で
あ
っ
た
。

　
２
０
２
２
年
度
は
リ
モ
ー

ト
授
業
期
間
が
一
度
も
な

く
、
感
染
対
策
を
し
つ
つ
授

業
・
ク
ラ
ブ
等
課
外
活
動
・

学
校
行
事
を
、
ほ
ぼ
通
常
通

り
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
年

度
の
初
め
に
母
の
会
よ
り
、

Ｈ
Ｒ
教
室
30
室
分
の
エ
ア
ド

ッ
グ
（
空
気
清
浄
機
）
を
寄

贈
さ
れ
、
冷
暖
房
を
つ
け
な

が
ら
換
気
を
す
る
暑
く
て
寒

い
状
態
か
ら
生
徒
が
解
放
さ

れ
た
。

宿
泊
行
事
で
の
対
応

　
こ
の
年
度
の
一
番
の
喜
び

は
、
次
々
と
宿
泊
行
事
が
再

開
さ
れ
た
こ
と
だ
。
再
開
に

あ
た
っ
て
は
、
東
京
医
科
歯

科
大
学
感
染
症
専
門
医
の
武

内
寛
明
先
生
に
何
度
と
な
く

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
つ
つ
、

出
発
当
日
全
員
の
抗
原
検
査

や
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
仕
切

っ
て
の
黙
食
、
黙
浴
な
ど
感

染
対
策
を
細
か
く
考
え
実
施

し
た
。
５
月
の
高
３
修
養
会

を
皮
切
り
に
、
高
２
修
学
旅

行
、
高
１
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

と
続
き
、
野
尻
キ
ャ
ン
プ
サ

イ
ト
で
の
夏
期
行
事
も
す
べ

て
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
た
だ
し
、
中
３
夏
期
学
校

前
後
期
、
野
尻
キ
ャ
ン
プ
と

も
期
間
中
に
発
熱
者
・
感
染

者
が
出
て
途
中
帰
宅
さ
せ
る

こ
と
に
な
り
、
野
尻
キ
ャ
ン

プ
は
６
日
間
の
予
定
だ
っ
た

が
、
１
日
短
縮
し
て
帰
京
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
数
名
の

教
員
が
行
事
中
に
感
染
し
、

行
事
を
継
続
す
る
た
め
に
補

い
合
っ
た
。
何
か
起
こ
る
度

に
臨
機
応
変
に
乗
り
切
っ
た

が
、
長
期
間
続
く
野
尻
で
の

行
事
を
再
開
し
た
こ
と
に
は

賛
否
両
論
あ
る
。
し
か
し
半

世
紀
続
い
て
き
た
中
高
部
教

育
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
、
野

外
教
育
活
動
を
再
開
で
き
た

意
義
は
大
き
い
。

　
ほ
か
に
も
２
０
２
２
年
度

は
３
年
ぶ
り
に
体
育
祭
が
復

活
し
た
。
ま
た
冬
季
に
は
ク

ラ
ブ
合
宿
（
テ
ニ
ス
部
、
天

文
部
、
ス
キ
ー
部
）、
カ
ナ

ダ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の

短
期
留
学
が
再
開
し
た
。

（
中
１
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
高
３
修
養
会
、
高
２
修

学
旅
行
）、
夏
休
み
の
野
尻

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
で
の
行
事

（
中
２
夏
期
学
校
、
訓
練
キ

ャ
ン
プ
、
野
尻
キ
ャ
ン
プ
）

は
す
べ
て
中
止
と
な
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
夏
休
み
の
カ
ナ
ダ

研
修
も
、
春
休
み
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
研
修
と
同
様
に
中

止
と
な
っ
た
。

　
学
校
が
再
開
さ
れ
る
と
す

ぐ
に
準
備
に
取
り
か
か
り
、

７
月
に
は
校
内
で
高
３
修
養

会
を
実
施
、
夏
休
み
に
は
野

尻
キ
ャ
ン
プ
の
参
加
者
が
校

内
で
「
野
尻
っ
子
の
会
」
を

開
催
、
11
月
に
は
高
２
が
横

浜
と
校
内
で
平
和
を
学
ぶ
行

事
を
行
っ
た
。
６
月
に
中
止

と
な
っ
た
高
１
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
も
２
月
に
校
内
で
実
施

さ
れ
た
。
楓
祭
は
平
日
に
生

徒
と
教
師
の
み
で
行
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
抵
の
行

事
は
延
期
・
縮
小
し
て
で
も

実
施
し
た
が
、
高
齢
者
施
設

を
訪
ね
る
花
の
日
訪
問
、
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
横
浜
校
地

を
借
り
て
行
う
体
育
祭
は
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
ま
た
ク
ラ
ブ
合
宿
も
こ

の
年
度
は
計
画
で
き
な
か
っ

た
。

　
冬
休
み
に
入
る
と
、
国
内

の
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
は
激
増

し
、
一
日
４
５
０
０
人
を
超

え
過
去
最
多
と
な
り
、
政
府

は
全
世
界
か
ら
の
外
国
人
の

新
規
入
国
を
停
止
し
た
。
年

始
に
２
度
目
の
緊
急
事
態
宣

言
が
発
出
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
、
冬
休
み
は
ク
ラ
ブ
等

の
活
動
も
停
止
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
１
月
８
日
の
宣
言
を

受
け
て
２
度
目
の
リ
モ
ー
ト

授
業
期
間
に
入
っ
た
が
、
全

校
生
徒
が
共
通
の
デ
バ
イ
ス

を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
前
回
の
よ
う
な
混
乱
は

な
く
、
粛
々
と
学
び
が
続
け

ら
れ
た
。

　
緊
急
事
態
宣
言
は
３
月
末

ま
で
延
長
と
な
っ
た
が
、
政

府
は
「
休
校
は
求
め
な
い
」

と
し
た
の
で
、
中
学
入
試
後

の
２
月
中
旬
に
学
校
を
再
開

し
、
対
面
授
業
に
戻
し
た
。

そ
の
後
、
Ⅱ
学
期
期
末
試
験

と
卒
業
式
な
ど
の
年
度
末
行

事
を
行
い
、
２
０
２
０
年
度

を
無
事
に
終
え
た
。

２
０
２
１
年
度

２
０
２
１
年
度

２
度
の
休
校
を
乗
り
越
え
て

２
度
の
休
校
を
乗
り
越
え
て

通
常
に
近
い
学
校
生
活
へ

通
常
に
近
い
学
校
生
活
へ

　
４
月
25
日
、
３
度
目
の
緊

急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
６
月

中
旬
ま
で
続
い
た
。
し
か
し

こ
の
時
期
中
高
部
は
休
校
措

置
を
と
ら
ず
、
感
染
対
策
を

講
じ
な
が
ら
対
面
で
の
学
校

生
活
を
継
続
し
た
。「
学
校

だ
よ
り
」
５
月
号
に
は
そ
の

理
由
が
「
新
年
度
の
こ
の
時

期
は
、
人
間
関
係
作
り
、
ク

ラ
ス
作
り
、
学
習
習
慣
作
り

の
大
切
な
時
期
」
で
あ
る
と

判
断
し
た
か
ら
と
記
さ
れ
て

い
る
。
続
い
て
「
学
校
だ
よ

り
」
６
月
号
の
冒
頭
に
は

「
対
面
授
業
の
実
施
だ
け
で

な
く
、
思
春
期
の
生
徒
に

は
、
友
人
と
の
お
し
ゃ
べ

り
、
ク
ラ
ブ
や
課

外
活
動
な
ど
の
学

習
以
外
の
活
動
が

不
可
欠
、
と
し
て

緊
急
事
態
宣
言
発

出
中
に
も
行
動
の

緩
和
を
決
定
」
し

た
と
あ
り
、
４
月

に
一
旦
活
動
停
止

と
し
た
ク
ラ
ブ
等

の
課
外
活
動
を
再

開
さ
せ
て
い
る
。

　
学
校
行
事
で
も

高
２
修
学
旅
行
は

延
期
と
な
っ
た

が
、
中
１
オ
リ
エ

く
、
本
人
や
家
族
に
基
礎
疾

患
が
あ
る
者
、
そ
し
て
コ
ロ

ナ
が
不
安
で
外
出
で
き
な
い

者
に
も
適
用
さ
れ
た
。
詳
細

は
中
高
部
の
「
生
活
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
あ
る
が
、
こ
の

時
点
か
ら
「
生
活
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
は
コ
ロ
ナ
の
状
況
に

合
わ
せ
て
改
訂
に
改
訂
を
重

ね
、
３
年
半
で
【
Ｖ
ｅ
ｒ
．

10
】
に
至
っ
た
。

　
７
月
に
な
る
と
全
校
生
徒

の
一
斉
登
校
が
始
ま
り
、
中

旬
に
は
１
ヶ
月
半
遅
れ
の
Ⅰ

学
期
の
中
間
試
験
を
実
施
し

た
。
試
験
後
は
、
ク
ラ
ブ
等

の
課
外
活
動
も
含
め
ほ
ぼ
通

常
の
学
校
生
活
に
戻
り
、
冬

休
み
前
ま
で
感
染
対
策
を
し

な
が
ら
平
穏
に
過
ご
し
た
。

こ
の
時
期
、
日
本
国
内
の
感

染
者
は
日
を
追
う
ご
と
に
千

人
単
位
で
増
加
し
て
い
た
。

そ
の
危
機
感
か
ら
中
学
部
生

全
員
に
も
、
次
の
休
校
と
リ

モ
ー
ト
授
業
に
備
え
て
個
人

Ｐ
Ｃ
を
持
た
せ
る
準
備
が
進

め
ら
れ
、
10
月
に
は
完
了
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

戻
ら
な
い
学
校
行
事

　
一
方
、
な
か
な
か
通
常
に

戻
せ
な
い
の
が
学
校
行
事
で

あ
っ
た
。
休
校
中
の
５
月
に

予
定
さ
れ
て
い
た
宿
泊
行
事

ｉ
環
境
が
整
っ
て
い

な
い
家
庭
も
多
く
、

特
に
デ
バ
イ
ス
が
バ

ラ
バ
ラ
な
中
学
部
の

生
徒
・
保
護
者
か
ら

は
、
苦
情
や
相
談
が

多
か
っ
た
。
ヘ
ル
プ

デ
ス
ク
（
学
年
主
任

が
受
け
付
け
る
電

話
）
を
設
置
し
対
応

し
た
が
、
特
に
一
度

も
登
校
し
て
い
な
い

中
１
の
ヘ
ル
プ
デ
ス

ク
は
、
日
中
鳴
り
っ

ぱ
な
し
の
よ
う
な
状

態
だ
っ
た
。

新
た
な
学
校
生
活

　
さ
て
、
５
月
25
日
に
緊
急

事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
次

第
に
街
に
人
が
戻
っ
て
来
た

６
月
３
日
、
中
高
部
は
学
校

を
再
開
し
た
。
６
月
８
日
に

は
よ
う
や
く
２
ヶ
月
遅
れ
の

中
学
部
入
学
式
が
行
わ
れ

た
。
制
服
が
定
め
ら
れ
て
以

来
初
め
て
の
夏
服
で
の
入
学

式
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
６

月
い
っ
ぱ
い
は
時
差
登
校
や

分
散
登
校
を
行
い
、
生
徒
に

は
ゆ
っ
く
り
と
感
染
対
策
付

き
の
新
し
い
学
校
生
活
に
慣

れ
て
も
ら
っ
た
。

　
手
洗
い
、
マ
ス
ク
、
消
毒

の
励
行
、
３
密
（
密
接
・
密

集
・
密
閉
）
の
回
避
、
黙

食
。
黙
食
と
は
、
Ｈ
Ｒ
の
自

分
の
席
で
前
を
向
い
て
黙
っ

て
昼
食
を
と
る
こ
と
だ
が
、

お
し
ゃ
べ
り
が
大
好
き
な
中

高
生
に
は
か
な
り
難
し
い

「
修
行
」
だ
。
そ
こ
で
教
室

の
モ
ニ
タ
ー
に
、
毎
日
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
花

子
と
ア
ン
」
を
流
す
こ
と
に

し
た
ら
、
皆
夢
中
で
視
聴
し

効
果
絶
大
だ
っ
た
。

　
出
席
停
止
の
規
定
は
、
感

染
者
・
濃
厚
接
触
者
・
発
熱

や
風
邪
症
状
の
者
だ
け
で
な

〔
特
集・コ
ロ
ナ
期
を
ふ
り
か
え
る
〕

〔
特
集・コ
ロ
ナ
期
を
ふ
り
か
え
る
〕寄
稿
寄
稿

あ
る
教
員
の
見
た

あ
る
教
員
の
見
た

��
学
校
生
活
と
コ
ロ
ナ
禍

学
校
生
活
と
コ
ロ
ナ
禍

〜
東
洋
英
和
女
学
院
中
高
部
の
生
活
か
ら
〜

〜
東
洋
英
和
女
学
院
中
高
部
の
生
活
か
ら
〜

　
２
０
２
０
年
２
月
28
日
終

礼
時
、
学
年
末
試
験
の
中
止

と
し
ば
ら
く
の
休
校
を
告
げ

ら
れ
た
生
徒
た
ち
に
よ
る
歓

声
と
も
悲
鳴
と
も
と
れ
る
叫

び
声
が
、
文
字
通
り
校
舎
全

体
を
揺
る
が
し
た
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い
。
あ
の
時
は
こ

の
よ
う
に
長
期
間
に
わ
た
っ

て
私
た
ち
の
社
会
や
生
活
が

乱
さ
れ
、
変
え
ら
れ
よ
う
と

は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
誰

も
が
初
め
て
経
験
す
る
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
先
が
読
め
ず
迷

い
苦
し
ん
だ
が
、「
敬
神
」

「
奉
仕
」
と
い
う
揺
ら
ぐ
こ

と
の
な
い
柱
に
従
い
、
祈
り

を
も
っ
て
教
育
活
動
を
続
け

ら
れ
た
の
は
幸
い
だ
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
学
校
生
活
の
推
移
を
具
体

的
に
示
す
と
共
に
、
コ
ロ
ナ

禍
を
通
し
て
新
た
に
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
課
題
等
に
つ
い

て
述
べ
た
い
。

２
０
２

２
０
２
00
年
度
年
度

初
め
て
の
遠
隔
授
業
と

初
め
て
の
遠
隔
授
業
と

手
探
り
の
学
校
再
開

手
探
り
の
学
校
再
開

コ
ロ
ナ
禍
の
始
ま
り

　
２
月
末
の
政
府
か
ら
の
休

校
要
請
に
続
き
、
４
月
早
々

に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ

れ
、
そ
れ
が
１
ヶ
月
以
上
の

長
期
に
わ
た
る
こ
と
が
わ
か

る
と
、
中
高
部
で
は
即
座
に

コ
ロ
ナ
対
応
の
基
本
方
針
が

定
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ

に
従
っ
て
今
後
の
教
育
活
動

に
つ
い
て
教
職
員
会
議
等
で

具
体
策
を
練
り
、
実
行
に
移

し
た
。

　
ま
ず
「
感
染
拡
大
防
止
を

第
一
と
し
て
生
徒
の
安
全
を

確
保
」
す
る
た
め
当
面
の
休

校
を
決
定
し
、
毎
朝
生
徒
が

計
測
し
た
体
温
な
ど
を
グ
ー

グ
ル
フ
ォ
ー
ム
ズ
で
送
信
す

る
「
ご
き
げ
ん
よ
う
報
告
」

を
設
定
し
た
。「
生
徒
の
学

習
の
た
め
、
遠
隔
授
業
や
課

題
の
準
備
を
速
や
か
に
計
画

し
実
施
す
る
」
た
め
に
、
新

年
度
の
教
科
書
等
教
材
を
教

師
が
手
分
け
し
て
箱
詰
め
し

郵
送
し
た
。
高
等
部
１
年
生

に
は
入
学
早
々
渡
す
予
定
だ

っ
た
学
校
管
理
の
個
人
Ｐ
Ｃ

（Chromebook

）
も
郵

送
し
た
。
実
際
に
遠
隔
授
業

が
開
始
さ
れ
た
の
は
４
月
13

日
で
、
通
常
、
新
学
年
の
授

業
が
４
月
９
日
頃
か
ら
開
始

さ
れ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も

か
な
り
迅
速
な
対
応
で
あ
っ

た
。
中
高
部
が
コ
ロ
ナ
以
前

か
ら
地
道
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
へ

の
道
を
探
り
、
２
０
１
９
年

度
に
は
高
１
高
２
全
員
（
２

０
２
０
年
度
高
２
高
３
）
に

個
人
Ｐ
Ｃ
を
持
た
せ
て
使
用

さ
せ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の

よ
う
な
迷
い
の
な
い

選
択
に
踏
み
切
れ
た

要
因
の
一
つ
で
あ
る

と
考
え
る
。

　
さ
ら
に
「
キ
リ
ス

ト
教
学
校
と
し
て
十

分
な
指
導
を
行
う
」

た
め
に
、
遠
隔
授
業

と
同
じ
４
月
13
日
か

ら
、
毎
朝
の
礼
拝
が

聖
書
科
教
諭
に
よ
っ

て
準
備
・
配
信
さ
れ

た
。
配
信
さ
れ
た
礼

拝
を
家
族
と
共
に
守

っ
て
い
た
生
徒
も
お

り
、
後
日
数
名
の
保
護
者
か

ら
、「
素
晴
ら
し
い
時
間
を

過
ご
せ
た
」
と
感
謝
の
言
葉

を
い
た
だ
い
た
。

　
最
後
に
基
本
方
針
に
は

「
情
勢
が
刻
一
刻
と
変
わ
っ

て
い
く
た
め
、
状
況
を
見
極

め
、
既
定
事
項
に
こ
だ
わ
ら

ず
柔
軟
な
対
応
を
し
て
い

く
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ

の
後
３
年
半
、
中
高
部
の
コ

ロ
ナ
対
応
に
常
に
生
き
続
け

た
ポ
リ
シ
ー
で
あ
っ
た
。
政

府
の
方
針
や
保
健
所
の
指
導

に
従
う
こ
と
は
大
前
提
だ

が
、
生
徒
や
そ
の
家
庭
の
状

態
を
常
に
注
意
深
く
見
て
、

制
限
の
あ
る
中
で
も
生
徒
の

成
長
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

は
何
か
、
教
師
一
人
ひ
と
り

が
模
索
し
、
互
い
に
協
力
し

「
規
定
事
項
に
こ
だ
わ
ら
ず

柔
軟
に
」
実
行
し
続
け
て
き

た
。

　
た
だ
し
、
方
針
は
決
ま
っ

て
い
た
も
の
の
、
こ
の
時
期

の
混
乱
ぶ
り
が
筆
舌
に
尽
く

し
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
は
書
き
加
え
た
い
。
そ
も

そ
も
教
員
自
身
が
遠
隔
授
業

を
行
う
の
が
初
め
て
で
、
何

を
ど
う
や
っ
た
ら
よ
い
か
を

一
か
ら
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
実
際
に
遠
隔
授

業
が
始
ま
る
と
、
Ｗ
ｉ
︱
Ｆ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
高
３
修
養

会
、
高
１
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
校
内

で
実
施
し
た
。
残
念
な
が
ら

５
月
の
学
年
行
事（
遠
足
）は

中
止
と
な
っ
た
が
、
前
年
度

中
止
だ
っ
た
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
は
実
施
さ
れ
た
。
大
講
堂

に
同
時
に
入
る
の
を
一
学
年

の
み
と
し
、
１
ク
ラ
ス
１
曲

を
分
散
し
た
状
態
で
歌
う
と

い
う
制
限
の
多
さ
で
は
あ
っ

た
が
、
礼
拝
に
お
け
る
讃
美

歌
の
歌
唱
も
、
時
と
し
て
心

の
中
で
、
と
い
う
時
期
が
続

い
て
い
た
だ
け
に
、
大
変
励

ま
さ
れ
る
出
来
事
だ
っ
た
。

前
進
と
後
退
を
繰
り
返
し
て

　
ま
た
２
０
２
１
年
度
は
夏

休
み
の
野
尻
キ
ャ
ン
プ
サ
イ

ト
で
の
諸
行
事
の
再
開
を
計

画
、
直
前
ま
で
準
備
を
進
め

て
い
た
が
、
７
月
12
日
に
４

度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発

出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

野
尻
を
含
め
て
す
べ
て
の
夏

休
み
の
宿
泊
行
事
を
中
止
し

た
。
続
い
て
８
月
に
ク
ラ
ブ

活
動
が
始
ま
る
と
、
あ
る
ク

ラ
ブ
内
で
複
数
の
感
染
者
が

出
る
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の

夏
休
み
は
生
徒
と
教
師
、
合

わ
せ
て
10
人
の
感
染
者
が
出

（
４
面
に
つ
づ
く
）

教
材
箱
詰
め
後
の
感
謝
祈
祷

自
席
で
前
を
向
い
て
黙
食　

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
（
２
０
２
１
）
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ァ
ミ
リ
ー
チ
ャ
ペ
ル
教
会
牧

師
の
加
藤
裕
一
先
生
を
お
迎

え
し
、「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ　
Ｍ
Ｙ

Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｆ
～
自
分
と
向
き
合

う
～
」
と
い
う
主
題
で
、

「
わ
た
し
の
恵
み
は
あ
な
た

に
十
分
で
あ
る
。
力
は
弱
さ

の
中
で
こ
そ
十
分
に
発
揮
さ

れ
る
の
だ
」（
コ
リ
ン
ト
の

信
徒
へ
の
手
紙
二
12
章
９

節
）
と
い
う
御
言
葉
に
聴
き

な
が
ら
リ
ト
リ
ー
ト
を
行
い

ま
し
た
。
生
徒
が
教
員
の
目

を
気
に
せ
ず
参
加
す
る
た

め
、
教
員
は
な
る
べ
く
生
徒

を
観
察
し
な
い
よ
う
に
と
の

ご
指
導
が
あ
り
、
教
員
は
後

方
で
気
配
を
消
し
な
が
ら
生

徒
と
同
じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
ず
生
徒
に
よ
る
開
会
礼

拝
後
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
名
札

作
り
を
し
て
自
己
紹
介
に
臨

み
ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
は

ま
だ
少
し
緊
張
気
味
の
生
徒

た
ち
。
そ
の
後
、「
自
分
の

弱
さ
」
を
テ
ー
マ
に
紙
粘
土

で
作
品
を
作
り
ま
し
た
。
集

中
し
た
静
寂
の
時
間
が
流
れ

た
後
は
昼
食
の
時
間
、
こ
の

時
間
で
だ
い
ぶ
生
徒
た
ち
の

様
子
が
柔
ら
か
く
な
っ
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
午
後

は
作
品
の
説
明
を
そ
れ
ぞ
れ

聞
き
、「
私
に
伝
わ

っ
て
き
た
○
○
さ

ん
」「
私
の
中
に
残

っ
た
も
の
」
を
伝
え

合
う
時
間
を
ゆ
っ
く

り
と
持
ち
ま
し
た
。

最
後
に
お
互
い
の
た

め
に
書
い
た
お
祈
り

の
カ
ー
ド
を
交
換

し
、
讃
美
と
祈
祷
を

も
っ
て
会
を
閉
じ
ま

し
た
。

　
以
下
は
参
加
生
徒

の
ふ
り
返
り
で
す
。

（
３
面
よ
り
つ
づ
く
）

２
０
２
３
年
度

２
０
２
３
年
度

コ
ロ
ナ
禍
を
越
え
て

コ
ロ
ナ
禍
を
越
え
て

　
２
０
２
３
年
５
月
８
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
は
２
類
か
ら
５
類
感
染
症

に
移
行
し
、
長
か
っ
た
コ
ロ

ナ
禍
で
の
制
限
あ
る
学
校
生

活
は
ほ
ぼ
終
わ
り
を
迎
え

た
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
「
学

校
だ
よ
り
」
４
月
号
に
、
マ

ス
ク
着
用
に
つ
い
て
「
本
人

の
意
思
を
尊
重
し
、
マ
ス
ク

を
着
け
る
こ
と
も
取
る
こ
と

も
強
制
し
な
い
。
た
だ
し
生

徒
の
心
身
の
健
全
な
成
長
と

人
間
関
係
構
築
の
た
め
に
、

マ
ス
ク
な
し
生
活
に
徐
々
に

戻
す
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と

記
し
、
こ
の
３
年
半
で
い
つ

の
間
に
か
で
き
て
し
ま
っ
た

生
徒
の
心
の
壁
の
よ
う
な
も

の
を
少
し
ず
つ
取
り
除
け
る

よ
う
に
努
め
た
。
酷
暑
の
夏

を
過
ぎ
て
、
マ
ス
ク
着
用
率

は
半
分
く
ら
い
に
な
り
、
改

め
て
生
徒
の
表
情
全
体
が
見

え
る
こ
と
の
嬉
し
さ
を
噛
み

締
め
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
課
題

　
コ
ロ
ナ
禍
が
残
し
て
い
っ

た
課
題
は
い
く
つ
か
あ
る

が
、
そ
の
中
で
最
も
大
き
い

の
は
、
罹
患
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
生
徒
の
心
身
の
健
康

を
蝕
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
長

い
在
宅
生
活
、
授
業
や
ク
ラ

ブ
等
課
外
活
動
の
制
限
は
、

中
高
生
の
体
力
や
心
の
耐
性

を
低
下
さ
せ
た
。
中
３
の
１

０
０
０
ｍ
走
の
タ
イ
ム
は
コ

ロ
ナ
前
（
２
０
１
９
年
度
）

に
比
べ
コ
ロ
ナ
後
（
２
０
２

２
年
度
）
は
、
平
均
で
23
秒

遅
い
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た

保
健
室
の
利
用
件
数
が
コ
ロ

ナ
前
（
２
０
１
９
年
度
）
に

比
べ
コ
ロ
ナ
後
（
２
０
２
２

年
度
）、
１
０
０
０
件
近
く

増
加
し
て
い
る
の
は
、
心
身

と
も
に
疲
弊
し
て
い
る
生
徒

が
増
え
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
さ
ら
に
相
談
室
の
利
用

数
も
同
様
に
増
加
し
て
い

る
。

　
件
数
の
増
加
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
主
訴
の
内
容
の
変

化
が
非
常
に
気
に
な
る
。
特

に
高
等
部
生
の
主
訴
で
は
、

コ
ロ
ナ
前
（
２
０
１
９
年

度
）
か
ら
コ
ロ
ナ
後
（
２
０

２
２
年
度
）
ま
で
に
、
毎
年

１
０
０
件
単
位
で
「
生
き
づ

ら
さ
」「
情
緒
の
不
安
定
」

「
希
死
念
慮
」
が
増
え
て
い

る
。
加
え
て
一
日
平
均
の
欠

席
者
の
数
を
、
コ
ロ
ナ
前

（
２
０
１
８
年
度
）
と
コ
ロ

ナ
後
（
２
０
２
２
年
度
）
で

比
べ
る
と
、
中
学
部
生
で
約

10
人
、
高
等
部
生
で
約
14
人

増
加
し
て
い
た
。
こ
れ
は
心

身
の
健
康
の
衰
え
も
要
因
で

は
あ
る
が
、
３
年
半
の
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
、
生
徒
自
身
も

保
護
者
も
学
校
を
欠
席
・
遅

刻
す
る
こ
と
に
対
し
て
抵
抗

感
が
薄
れ
た
こ
と
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
心
の
辛
さ
を
抱
え
る
生
徒

を
ど
の
よ
う
に
支
え
て
い
く

か
、
ま
た
簡
単
に
欠
席
・
遅

刻
す
る
生
徒
を
ど
の
よ
う
に

指
導
し
て
い
く
か
が
、
今
後

の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
一
方
こ
の
３
年
半
で
、
中

高
部
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
必
要

に
迫
ら
れ
て
長
足
の
進
歩
を

遂
げ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
制
限

さ
え
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前

に
続
け
て
き
た
教
育
活
動
の

一
つ
ひ
と
つ
を
見
直
し
、
改

善
す
る
機
会
と
な
っ
た
。
す

べ
て
の
こ
と
を
、
主
が
一
歩

一
歩
を
備
え
て
く
だ
さ
っ
た

の
だ
と
信
じ
て
、
今
後
の
教

育
活
動
の
道
も
祈
り
つ
つ
進

ん
で
い
き
た
い
。

�

柿
野
滋
子

〈
東
洋
英
和
女
学
院
中
学
部

教
頭
〉

◎
本
記
事
は
「
東
洋
英
和
女

学
院
１
４
０
周
年
史
」（
２
０

２
４
年
刊
）
中
学
部
高
等
部

報
告
ペ
ー
ジ
よ
り
、
一
部
修

正
の
う
え
転
載
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
４
年
12
月
26
日

（
木
）、
関
東
地
区
聖
書
科

部
会
と
し
て
は
お
そ
ら
く
史

上
初
と
な
る
「
生
徒
リ
ト
リ

ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

捜
真
女
学
校
コ
ル
ビ
ー
ホ
ー

ル
を
会
場
と
し
、
４
校
16
人

の
生
徒
と
７
校
13
名
の
教
員

が
集
ま
り
ま
し
た
。
町
田
フ

「
学
校
で
は
あ
ま
り
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
よ
う
な
、
信

仰
に
つ
い
て
の
話
も
、
同
年

代
の
仲
間
と
話
す
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。」「
自
分
に

あ
る
課
題
や
自
分
の
過
去
、

本
当
の
自
分
、
自
分
の
学
校

は
ど
ん
な
学
校
？
な
ど
の
色

々
な
こ
と
を
改
め
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
、
本
当
に
楽
し

か
っ
た
で
す
。」「
今
日
は
人

に
伝
え
る
機
会
の
少
な
い
不

可
解
な
感
情
に
真
摯
に
向
き

合
い
、
自
分
な
り
に
意
見
を

ま
と
め
て
伝
え
て
く
れ
る
人

が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
き

っ
と
誰
も
が
、
あ
の
場
所
で

は
孤
独
を
感
じ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
色
々

な
環
境
、
性
別
、
学
校
を
超

え
て
自
分
の
本
質
に
つ
い
て

語
り
合
え
て
と
て
も
楽
し
か

っ
た
。」「
聞
い
て
く
れ
る
人

が
い
た
か
ら
改
め
て
自
分
と

向
き
合
え
る
機
会
に
な
り
ま

し
た
。」

　
学
校
の
垣
根
を
越
え
て

「
聞
い
て
く
れ
る
人
」
が
い

る
こ
と
の
幸
い
を
、
教
員
も

同
じ
よ
う
に
感
じ
た
一
日
と

な
り
ま
し
た
。
最
後
に
捜
真

女
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
、

先
生
方
の
力
強
い
お
支
え
に

よ
っ
て
こ
の
会
が
実
現
し
た

こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、

ご
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

�

鈴
木　
泉

〈
横
浜
共
立
学
園
中
学
校
高

等
学
校　
聖
書
科
〉

　
２
０
２
４
年
12
月
26
日

（
木
）
13
時
よ
り
、
東
京
・

西
早
稲
田
の
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ｏ
６

階
会
議
室
に
お
い
て
、
２
０

２
４
年
度
教
育
研
究
委
員
会

全
国
委
員
会
が
、
オ
ン
ラ
イ

ン
併
用
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。（
出
席
者
：
23
名
、
内

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
出
席
６
名
）

　
委
員
会
は
山
本
与
志
春
教

研
担
当
常
任
理
事
（
青
山
学

院
）
の
開
会
挨
拶
と
祈
祷
を

も
っ
て
始
め
ら
れ
、
下
田
尾

治
郎
教
研
委
員
長
（
敬
和
学

園
大
学
）
の
司
会
に
よ
り
議

事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
全
体
会
Ⅰ
で
は
、
２
０
２

４
・
２５
年
度
の
教
研
テ
ー
マ

「
新
た
な
時
代
に
お
け
る
キ

リ
ス
ト
教
学
校
の
使
命
と
連

帯
―
い
の
ち
の
輝
き
と
平
和

を
求
め
て
―
」
の
も
と
に
開

催
さ
れ
た
各
々
の
研
修
会
に

つ
い
て
、
各
部
会
、
委
員
会

の
担
当
者
に
よ
っ
て
、
点
検

評
価
報
告
が
な
さ
れ
る
と
と

も
に
、
２
０
２
５
年
度
の
各

研
修
会
の
原
案
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
実
施
さ
れ
た
一
つ

ひ
と
つ
の
研
修
会
に
て
与
え

ら
れ
た
恵
み
の
数
々
と
共

に
、
キ
リ
ス
ト
者
の
教
員
、

職
員
が
減
少
す
る
中
に
あ
っ

て
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校
、
及

び
、
同
盟
の
各
部
会
の
研
修

会
の
抱
え
る
課
題
が
共
有
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
次
年
度

の
大
学
部
会
全
国
研
究
集
会

を
担
当
す
る
北
海
道
地
区
の

日
髙
嘉
彦
委
員
（
北
星
学
園

大
学
）
よ
り
、
全
国
規
模
の

研
究
集
会
を
開
催
す
る
に

は
、
リ
ソ
ー
ス
の
限
ら
れ
た

地
方
の
委
員
会
で
は
負
担
が

重
す
ぎ
る
ゆ
え
、
今
後
の
研

究
集
会
の
持
ち
方
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
の

問
題
提
起
も
な
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
他
、
事
務
局
よ

り
、
新
規
継
続
事
業
の
活
動

状
況
と
点
検
報
告
な
ら
び
に

各
種
事
務
連
絡
が
、
ク
ラ
ウ

ド
ス
ト
レ
ー
ジ
管
理
委
員
会

に
つ
い
て
、
伊
藤
悟
委
員
長

（
青
山
学
院
大
学
）
よ
り
状

況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
10
分
間
の
休
憩
の
後
、
全

体
会
Ⅰ
の
報
告
を
受
け
て
の

グ
ル
ー
プ
討
議
（
全
体
会

２
）
に
入
り
ま
し
た
が
、
予

め
ラ
ン
ダ
ム
に
振
り
分
け
ら

れ
て
い
た
グ
ル
ー
プ
で
は
な

く
、
同
じ
部
会
に
属
す
る
委

員
ご
と
に
分
か
れ
て
の
話
合

い
の
時
と
し
ま
し
た
。
そ
の

せ
い
も
あ
っ
て
か
、
各
部
会

が
抱
え
る
課
題
を
認
識
す
る

と
と
も
に
、
次
年
度
の
計
画

実
施
に
向
け
て
の
良
き
備
え

が
で
き
た
こ
と
が
、
ま
と
め

の
会
に
お
い
て
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　
山
本
担
当
理
事
の
閉
会
の

挨
拶
を
も
っ
て
、
祝
福
の
う

ち
に
教
研
委
員
会
を
閉
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
そ

の
際
、
山
本
理
事
よ
り
、
教

研
委
員
会
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
構

成
の
見
直
し
（
そ
の
日
の
出

席
委
員
は
す
べ
て
男
性
）
も

今
後
の
検
討
課
題
の
一
つ
と

の
ご
指
摘
が
あ
っ
た
こ
と

も
、
こ
こ
に
記
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。�

下
田
尾
治
郎

〈
敬
和
学
園
大
学
、
教
育
同

盟
教
研
全
国
委
員
会
委
員

長
〉

　

冊
子
の
ご
案
内

　
教
育
同
盟
に
は
小
冊
子

「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
教
職

員
を
こ
こ
ろ
ざ
す
人
た
ち
へ

～
志
望
者
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
～
」
が
あ
り
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
学
校
で
の
働
き

を
志
望
す
る
方
向
け
の
冊
子

で
す
が
、「
キ
リ
ス
ト
教
学

校
と
は
」「
建
学
の
精
神
」

の
ほ
か
、「
キ
リ
ス
ト
教
学

校
の
リ
ア
ル
」
等
の
項
目
も

あ
り
、
新
任
教
職
員
研
修
で

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

利
用
希
望
の
際
は
、
教
育
同

盟
Ｈ
Ｐ
「
刊
行
物
に
つ
い

て
」
で
注
文
方
法
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。（
一
冊
50
円
）

加
盟
校
動
静

　
黒
瀬
真
一
郎
氏
（
元
広
島

女
学
院
理
事
長
・
院
長
、
元

中
学
高
等
学
校
校
長
）

　
１
月
17
日
逝
去
、
83
歳
。

２
０
０
７
～
１４
年
教
育
同
盟

の
理
事
を
務
め
ら
れ
た
。
謹

ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

公
　
募

※
採
用
予
定
日
は
す
べ
て
26

年
４
月
１
日
で
す
。

▽
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学

▼
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
国

際
社
会
学
科

職
種
＝
統
計
学
・
情
報
学　

教
授
、
准
教
授
又
は
助
教

１
名

応
募
締
切
＝
５
月
16
日

問
合
せ
＝
☎045-812-8211

▽
女
子
学
院
中
学
校
・
高
等

生徒リトリート生徒リトリート
《聖書科部会 初の試み》《聖書科部会 初の試み》

関東地区関東地区

２
０
２
４
年
度

２
０
２
４
年
度

教
研
全
国
委
員
会
報
告

教
研
全
国
委
員
会
報
告

2025年度 学内教職員研修会 講師派遣対象校選考結果

法人・校名 研修
人数 希望テーマ

1
宮城学院・
宮城学院中高

45 建学の精神

2
東北学院・
東北学院榴ケ岡高

50 未信者教員が担うキリスト教教育

3
草苑学園・
草苑保育専門学校

40
キリスト教主義の学校における礼
拝のありかた、もしくはキリスト
教教育を実践する意味

4
関東学院・
関東学院六浦中高

60 キリスト教学校の教師として

5
静岡英和学院・
静岡英和女学院中高

20
発達障害等の生徒への理解と
私たちが実践するべきこと

6
北陸学院・
北陸学院中高

60
キリスト教教育（どのように伝え、
どのように共有するか）

7
日ノ本学園・
姫路日ノ本短大

60
キリスト教主義学校の役割に
ついて

8
夙川学院・
神戸教育短大

25 保育者へのキリスト教教育

9
松山東雲学園・
松山東雲中高

40
キリスト教主義教育で大切に
したいこと

10
活水学院・
活水高中

40
キリスト教学校とは　
キリスト教とは

＜行事予定＞ ※予定は変更することがあります
（2月時点で9月迄の決定分及び11月代表者協議会）

６／13～14　第113回定時総会
� （北星学園大学・オンライン併用）
　　　　21　第70回東日本小学校教職員協議会
� （捜真小学校）
７／26～28　第69回事務職員夏期学校
� （山梨県北杜市・清泉寮）
7／31～
　　8／2　第58回全国聖書科研究集会
� （北海道クリスチャンセンター）
８／４～６　第12回中堅教員リトリート
� （同志社びわこリトリートセンター）
　　７～９　第10回全国災害支援連絡会議
� （北陸学院、石川県輪島市他）
　　18～20　第５回教員リフレッシュ研修（合宿）
� （奈良県洞川温泉）
　　21～22　第15回中堅事務職員リトリート
� （同志社大学今出川キャンパス）
　　25～26　第５回中小規模学校連携協力懇話会
� （同志社中学校・高等学校）
　　28～29　第５回キリスト教活動担当事務職員研修会
� （東北学院大学五橋キャンパス）
　　　　29　第12回大学新任教員研修会� （オンライン）
９／５～６　第11回全国事務局長・事務長会議
� （福岡女学院大学）
11／７～８　第67回学校代表者協議会� （青山学院）

開会礼拝開会礼拝

自己紹介

庭
木
の
冬
木
立
に
咲
く
花
が

椿
か
ら
梅
へ
、
そ
し
て
沈
丁

花
に
変
わ
り
ま
し
た
。
日
差

し
も
力
を
取
り
戻
し
、
春
を

感
じ
さ
せ
る
花
の
香
り
に
心

身
が
ほ
ぐ
さ
れ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
が
下
火
に
な

っ
て
緊
張
感
か
ら
解
放
さ
れ

た
今
、
３
月
号
は
「
コ
ロ
ナ

期
を
ふ
り
か
え
る
」
特
集

号
、
加
盟
校
の
貴
重
な
経
験

の
記
録
で
す
。
同
盟
事
務
局

も
状
況
に
応
じ
て
時
差
出

勤
、
勤
務
時
間
短
縮
、
在
宅

勤
務
等
の
対
応
を
し
ま
し

た
。
本
紙
の
校
正
作
業
は
２

年
９
か
月
の
間
、
事
務
局
か

ら
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
し

た
。
２
年
前
か
ら
印
刷
所
で

の
作
業
に
戻
れ
た
こ
と
に
改

め
て
日
常
の
有
難
さ
を
感
謝

し
ま
し
た
。
次
年
度
か
ら
事

務
局
長
は
交
代
と
な
り
ま

す
。
長
い
間
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。�

事
務
局
長

学
校

職
種
＝
社
会
科
（
日
本
史
）

専
任
教
諭　
１
名

応
募
締
切
＝
５
月
26
日

問
合
せ
＝
☎03-3263-1711

▽
東
洋
英
和
女
学
院
中
学
部

高
等
部

職
種
＝
①
英
語
科
②
理
科

（
物
理
）
専
任
教
諭　
各

１
名

応
募
締
切
＝
①
４
月
７
日
②

４
月
10
日

問
合
せ
＝
☎03-3583-0696

▽
（
学
）
青
山
学
院

職
種
＝
専
任
事
務
職
員
（
総

合
職
・
新
卒
）
５
名
程
度

応
募
締
切
＝
４
月
23
日

問
合
せ
＝
☎03-3409-6018

　
毎
朝
通
勤
で
早
稲
田
の
住

宅
街
の
路
地
を
歩
き
ま
す
。


